
実　践　編
（保健学習）

こんな展開はどうですか
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小学校第４学年　「育ちゆく体とわたし」（思春期の体の変化）

１．単元名「育ちゆく体とわたし」

２．単元の目標
・�体の発育・発達について関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。
	 （関心・意欲・態度）
・�体の発育・発達について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動により、実践的

に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。	 （思考・判断）
・�体の年齢に伴う変化や個人差、思春期の体の変化、よりよく発育・発達させるための生活に

ついて、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解することができるようにする。	（知識・理解）

３．単元について
本単元には、学校における性に関する内容が示されている。従って、発達の段階をふまえ指導

することが大切となるが、小学校 4 年生に中学校の内容である月経・精通とホルモンの関係を医
学的に説明するなど、その現象が起こる仕組みについて難しく・詳しく説明してしまいがちである。

そこで、本単元では、初経、精通について大人の体に近づく具体的な現象としてとらえさせ、
近い将来それらが起こったときに不安にならないよう指導する。さらに、自分の体の変化や個人
による発達の違いなどについては、自分のこととして実感させ肯定的にうけとめさせるよう配慮
するものとする。

４．単元計画
第 1 時 第 2 時（本時） 第 3 時 第 4 時

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

体の発育・発達 思春期の体の変化① 思春期の体の変化② 体をよりよく発育・発
達させるための生活

○身長や体重は、年齢に
伴って変化すること。

○体の変化には個人差
があること。

○思春期には、体つきに
変化が起こり、男女
の特徴が現れること。

○変化の起こり方は、人
によって違いがある
こと。

○思春期には変声や発
毛、初経や精通が起
こること。

○思春期には異性への
関心も芽生えること。

○個人差はあるものの
大人の体に近づく現
象であること。

○体をよりよく発育・
発達させるための生
活の仕方には、調和
のとれた食事、運動、
休養および睡眠など
が必要であること。

1. 赤ちゃんの頃の写真・
服・靴等を見る。

2. 身長の伸びを示した
紙テープで自分の成
長を感じ、グループ
で比較して話し合う。

3. 身長・体重の平均的
なデータを見て、大
きく成長する時期が
あることに気づく。

4. 身長が急に伸びる時
期は一人ひとり違う
ことを知る。

5. 学習のまとめをする。

1. シルエットクイズを
行い、年齢や男女の
体つきの違いについ
て考える。

2. 思春期に起こる男女
の体つきの変化につ
いて、話し合う。

3. データ資料から体の
変化が起こる時期に
ついては、個人差が
あることを知る。

4. 成長に関し個人差を
感じた体験談を聞く。

5. 学習のまとめをする。

1. 思春期に起こる体の
変化を知る。

2. 体の発達が書かれた
カードを基に、初経や
精通について調べる。

3. 思春期には、初経や
精通が起こることを
知る。

4. 事例を基に、思春期
には、異性への興味が
芽生えることを知り、
先生方の体験談を聞
く。

5. 学習のまとめをする。

1. 給食の献立から、よ
りよく体を発育・発
達させるための調和
のとれた食事の必要
性に気づく。

2. 運動・睡眠等、より
よく発育・発達させ
るための生活の仕方
について知る。

3. 学習したことを自分
の生活と関連づけて
考える。

4. 学習のまとめをする。
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５．展開例（２／４時間）
（１）思春期の体の変化①
（２）本時の目標

・�思春期における体の発育・発達について、資料や友達の話などを基に、特徴を見つけ、そ
れらを説明することができるようにする。	 （思考・判断）

・�思春期の体つきの変化や個人差について理解したことを言ったり、書いたりすることがで
きるようにする。	 （知識・理解）

（３）展開　　　
	 主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
　
10
分

1. シルエットクイズ・後姿クイ
ズを行い、年齢や男女の体つ
きの違いについて考える。

〈予想される反応〉
・大人かな？子どもかな？
・男かな？女かな？

○楽しく学べる雰囲気を作る。
○シルエットクイズ・後姿のクイズで男

女の違いが小学校高学年頃から感じら
れることを押さえる。

シルエットクイズ
後姿クイズ

展
　
開
　
　
30
分

2. 学習のねらいを知る。

3. 思春期に起こる男女の体つき
の変化についてグループごと
に話し合う。

〈予想される反応〉
・1 年生のころは男女の体つき

は、とても似ているね。
・男子はがっしりした体つきに

なるよ。
・女子はふっくらした体つきに

なるよ。

4. グループで話し合った結果を
発表する。

5. 思春期の体の変化は一人ひ
とりおこり方が違うことを知
る。

○資料から大人と思春期に起こる男女の
体の変化について気づいたことをグ
ループごとに拡大イラストに直接記入
し、まとめさせる。

◆【思考・判断】
　思春期における体の発育・発達につい

て、資料や友達の話などを基に、特徴
を見つけ、それらを説明している。（記
述や発言）

○話し合って分かったことを学習カード
に記入させる。

○黒板に、拡大した資料を掲示し、児童
の発言を整理する。

○体つきが大人になる時期は、一人ひと
り違いがあることを、個人差の資料を
提示して説明する。

大人の男女の体つきの
違いについて書き込め
る拡大イラスト（教科
書の拡大コピー）

学習カード

黒板掲示用資料

個人差のグラフとエピ
ソード（教科書の拡大
コピー）

ま
と
め
　
　
5
分

6. 学習のまとめをする。 ○学習カードを振り返り、今日学んだこ
とを確認し、感じたことを書き、発表
させる。

◆【知識・理解】
　思春期の体つきの変化や個人差につい

て理解したことを言ったり、書いたり
している。（記述や発言）

思春期には、男女の体つきがどう変化するのだろう。

・�体は思春期になると次
第に大人の体に近づき、
体つきが変わること。

・�体の発育・発達には、
個人差があること。
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（４）資料等
　学習カード

６.　他教科・領域との関連
（１）特別活動との関連

学校生活において不安等が高まるのは５・６年生の宿泊学習等であろう。養護教諭と連携
をとり、女子を中心に月経の手当の仕方やお風呂でのエチケット等を学ぶ時間をとりたい。

（２）総合的な学習との関連
保健学習での知識を中核とし、「生命」の尊さを考える総合的な学習の時間の単元構成を考

えることができる。10 歳になるこの時期に、「２分の１成人式」を行う学級もあると思われる。
自分史を作成することを通して多くの人に支えられ存在することを理解すると共に、未来に
向けて明るい夢と希望を持たせたい。

 

保健 学習カード  「育ちゆく体とわたし」 思春期の変化① 

         4 年  組  番 氏名              
 

１ 思春期に起こる男女の体つきの変化について知ろう。 

 

違う変化は何かな？同じ変化は何かな？ 

 

わかったこと 

 

 

 

 

２ 学習して、わかったことや、もっと知りたいこと、感想を書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
女性 男性 

ち
が
う
変
化 

・ 

 

・ 

 

 

・ 

 

・ 

同
じ
変
化 

・ 

 

・ 
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小学校第５学年　「心の健康」（心の発達）

１．単元名「心の健康」

２．単元の目標
・心の健康について関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。
	 （関心・意欲・態度）
・�心の健康について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、実践的に

考え、判断し、それらを表すことができるようにする。	 （思考・判断）
・�心の発達、心と体の相互の影響、不安や悩みへの対処について、課題の解決に役立つ基礎的

な事項を理解できるようにする。	 （知識・理解）

３．単元について
児童にとって、｢心の健康｣ の内容は、４年生で学習した ｢体｣ の内容に比べて、具体的に捉え

づらいと考えられる。そこで誰もが経験しうる具体的な場面を用いて、「心の発達が年齢段階より
異なること」「その発達には人との関わり、生活経験、年齢などが関わること」を指導する。さら
に、「心と体は相互に影響すること」「不安や悩みは、誰もが経験することであり、適切に対処す
る必要があること」について指導する。その際は、指導方法についても、たとえばブレインストー
ミングを効果的に使って意見をできるだけ出し合ったり、事例などを用いた活動を通して意見を
発表したりするなど、具体的かつ実感的に学習が進められるように工夫することが大切である。

４．単元計画
第 1 時 第 2 時 第 3 時（本時）

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

心の発達 心と体の相互の影響 不安や悩みへの対処
○心は、家族、同性や異性の友達、

地域の人々など、人とのふれ
あい、あるいは自然とのふれ
あいなど、いろいろな生活経
験や学習を通して、年齢に伴っ
て発達すること。

○不安や緊張時には、動悸が激
しくなったり腹痛を起こした
り、体調が悪いときには、集
中できなかったり落ち込んだ
気持ちになったりすること。

○心と体は互いに影響し合って
いること。

○不安や悩みがあることは、誰
もが経験すること。

○不安や悩みへの対処には、相
談する、遊ぶ、運動するなど
いろいろな方法があること。

○自分に合った方法で対処でき
ること。

1. いくつかの場面において、幼
い頃と現在の５年生について
考える。

2. 年齢による感じ方の違いにつ
いて教科書や自分の経験を参
考にグループで話し合う。

3. 異年齢間で比較し、気が付い
たことを発表する。

4. 心が発達する要因について考
え学習のまとめをする。

1. 不安や悩みが体に与える影響
について考え、グループで話
し合う。

2. 体調が心に与える影響につい
て話し合う。

3. 心と体は互いに影響し合って
いることを確かめる。

4. 学習のまとめをする。

1. 全国の５年生の悩みと自分の
悩みを比較する。

2. 様々な不安や悩みへの対処の
仕方について考え、発表し合
う。

3. グループで「体ほぐしの運動」
を一つ試してみる。

4. 不安や悩みへの自分に合った
対処の仕方について考え学習
のまとめをする。
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５．展開例（３／３時間）
（１）不安や悩みへの対処
（２）本時の目標

・�心の健康について学習したことを自分の生活と比べたり、関係を見つけたりするなどして
説明することができるようにする。	 （思考・判断）

・�不安や悩みへの対処について理解したことを言ったり、書いたりすることができるように
する。	 （知識・理解）

（３）展開　　　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
　
10
分

1. 学習カードで自分の悩みや不
安をチェックする。

2. 全国の５年生の悩みと自分の
悩みを比較する。

〈予想される反応〉
・友達についてが一番多い。
・私と同じだ。

○話しやすい雰囲気づくりをする。
○学習カードの当てはまる不安や悩みを

チェックさせる。
○全国の５年生の悩みについての資料を

提示し、同じようなことで悩んでいる
ことを確認する。

○悩むことは悪いことではなく、成長す
るために必要であることを確認する。

学習カード

資料１
どんなことで悩んだか

（統計資料）

展
　
開
　
　
30
分

３. 学習のねらいを知る。

４. 悩みを抱えた時、どのように
すればよいか考え、自分の実
践やアイデアを付箋に書いた
後、グループで一枚の紙に分
類し、まとめる。

５. 模造紙を見ながら、質問し
たりエピソードを話したりす
る。

〈予想される反応〉
・悪口を言われたときに思い

切って先生に相談したらアド
バイスしてもらえたよ。

６. グループで「体ほぐしの運動」
を一つ試してみる。

○自分がどんなことを実践しているかを
付箋１枚につき一つ記入させる。

○思いつく限り書くように助言する。
○やったことはないが、実践してみたい

というアイデアは違う色の付箋に記入
させる。

○各自の付箋を、似たものごとに分けて
模造紙に貼らせる。

○自由に質問し合ったり、エピソードを
話し合ったりさせる。

◆【思考・判断】
　心の健康について学習したことを自分

の生活と比べたり、関係を見つけたり
するなどして説明している（記述・発
言）

○「体ほぐしの運動」を紹介し、実際に
やってみるように伝える。

付箋 2 色
模造紙

ま
と
め
　
　
5
分

７. 学習のまとめをする。 ○学習カードに分かったことや感想を記
入させる。

◆【知識・理解】
　不安や悩みへの対処について理解した

ことを言ったり、書いたりしている。
（記述・発言）

○悩んだときに､ 相談機関を利用するの
はよい対策であるが、SNS で、知ら
ない人に気軽に相談するのは気をつけ
る必要があることを伝える。

悩みがある時には、どうすればいいのだろう。

・�不安や悩みの対処には、
大人や友達に相談する、
仲間と遊ぶ、運動をする
などいろいろな方法が
あること。
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（４）資料等
　学習カード

　資料１

（全国養護教諭連絡協議会 2006 年度『児童生徒の心身の健康に関する調査』）

 

保健 学習カード  「心の健康」 不安や悩みへの対処 

         ５年  組  番 氏名              
 

１ どのようなことに悩みや不安を感じていますか。 

 

あてはまるところに○をつけましょう。 

 とても感じる 少し感じる あまりかんじない まったく感じない 

勉強や進学のこと     

友だちのこと     

性格のこと     

お金のこと     

健康のこと     

家族のこと     

容姿のこと     

異性のこと     

その他 

（どんなことか書いてね） 

 

 

＊友だちの発表を聞いたり、教科書等の資料をみたりしててわかったことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

２ 不安や悩みをかかえたときはどうすればよいのでしょうか。みんなと考えよう。 

 

３ 学習してわかったことや、もっと知りたいこと、感想を書こう。 
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　実施例『王様を守れ』
①�グループ（５・６人）で王様と鬼一人ず

つを決める。
②�王様を最後尾にして、ジェンカのように

縦一列に並び、前の人の肩に手を置く。（鬼
以外）

③�鬼は最後尾の王様にタッチする。王様を
守るために、仲間でまとまって動く。

④�タッチしたらそれぞれが逃げ、鬼の「ス
トップ」で止まり、5 歩でタッチした人が
鬼になる。

⑤�感想を発表し、友達の活躍や心地よさを
共有していく。

【参考】文部科学省「まるわかりハンドブック（高学年向け）」
�h t t p : / /www.mex t . g o. j p / c omponen t / a _menu / s po r t s / d e t a i l / _ _ i c sF i l e s / a f i e l d 
file/2011/07/06/1308040_02.pdf　（参照 2014-1-20）

６.　他教科・領域との関連
（１）特別活動との関連

高学年になり、人間関係に悩む児童が増えてくる時期であると考えられる。保健学習の「心
の健康」は、心の発達と年齢、体験、学習との関わりについて、特別活動と関連づけて指導
できる。特に学級活動では、学習を通して望ましい人間関係の形成が目指されている。コミュ
ニケ―ションスキルの学習や自己肯定感を高めること、心の開放などを目的としたエンカウ
ンター等の活動に結び付けることができそうである。

（２）総合的な学習の時間との関連
総合的な学習の時間には、問題解決的な活動、他者との協働的な学習、体験活動の重視な

どの特徴がある。例えば、「情報」を学習テーマとした場合、インターネット等を活用して身
の回りの「情報」にかかわる問題について調べるという取組が考えられる。メールやＳＮＳ
など、顔を合わせないコミュニケーションの危うさについて学習していくこともできそうで
ある。
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中学校第１学年　「心身の発達と心の健康」（性機能の発達）

１．単元名「性機能の発達」

２．単元の目標
・�性機能の発達について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。
	 　（関心・意欲・態度）
・�性機能の発達について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学

的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。	 （思考・判断）
・�生殖にかかわる機能の成熟について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解することがで

きるようにする。	 　（知識・理解）

３．単元について
二次性徴が発現し、初経や精通を経験するようになると、性を意識するようになり、性や異性

に対する関心が高まる。性と向き合うということは、まず自分の体とその変化を受け止めること
である。そして仲間とより良い関係をつくっていくためには、同性だけでなく異性の体や心につ
いても理解することが大切である。

思春期の心の変化への対応についてメディアリテラシーを取り入れ、メディアに対して自律的
な関わり方を身につける初期の段階として活用したい。単に批判するだけでなく、情報化社会を
生きる子どもたちに、多面的な見方ができる力をつけていくことが必要である。その中で、必要
に応じて事例などを用いたディスカッションやブレインストーミングなどを取り入れ、相互の意
見をよく聞き認めるなかで思考力・判断力を育成していきたい。

４．単元計画
第 1 時 第 2 時 第 3 時（本時）

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

性機能の成熟１ 性機能の成熟２ 性情報とどう向き合うか
○思春期には、下垂体から分泌

される性腺刺激ホルモンの働
きにより生殖器の発育ととも
に生殖機能が発達すること。

○思春期になると、男子では射
精がみられ、女子では月経が
見られ、妊娠が可能となるこ
と。

○異性の尊重、性情報への対処
など性に関する適切な態度や
行動の選択が必要となること。

1. 思春期に男女それぞれにどの
ような変化が起こるのか確認
する。

2. 体の変化が起こる仕組みにつ
いて性腺刺激ホルモンの働き
について説明を聞く。

3. 教科書の資料から排卵と月経
の仕組みについてわかったこ
とを整理する。

4. グループで月経周期から、排
卵日を予想し発表する。

5. 月経周期、経血の色、経血量、
月経期間には個人差があるこ
とを知り、学習のまとめをす
る。

1. 資料から、性腺刺激ホルモン
の作用によってつくられた精
子が射精される仕組みについ
てまとめる。

2. 話し合いにより、射精は、排
卵や月経と違って周期的なも
のではなく、心身の性的な興
奮や刺激によって起こること
に気付く。

3. 教科書の資料から、受精と妊
娠についてまとめる。

4. グループで排卵や月経、射精
が起こるようになったという
ことはどういうことを意味し
ているのか考える。

1.「性的なことに関心を持った
経験」のグラフからわかるこ
とを出し合う。

2. 性の情報はどこから得ている
か資料から読み取れる実態を
発表する。

3. 性被害の事例についてグルー
プごとにいくつかの問題につ
いて話し合う。

4. グループで出された意見を発
表し、観点ごとに整理する。

5. 性情報などに対し適切に対応
するためにどうしたらよいか、
わかったことをまとめる。

－ 26－ － 27－
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５．展開例（３／３時間）
（１）性情報とどう向き合うか
（２）本時の目標

・�思春期には、心身の成熟に伴う変化に対応した適切な行動が必要になることについて、資
料等で調べたことを基に、課題や解決の方法を見つけたり、選んだりして、それらを説明
することができるようにする。	 （思考・判断）

（３）展開　　　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
　
10
分

1.「性的なことに関心を持った
経験」のグラフからわかるこ
とを出し合う。

〈予想される反応〉
・年齢が増えるとともに性的な

関心が高まっている。
・女子よりも男子の方が性的な

ことに関心が高い。

○思春期の頃は、性のことや異性への関
心が高まる時期であり、性的欲求が強
くなったり、特定の人と親しくしたい
という感情が生まれてきたりすること
を知らせる。

○関心が高まる思春期に気をつけなけれ
ばならないこともあることを押さえ
る。

資料１
性 的 な こ と に 関 心 を
持った経験

展
　
開
　
　
35
分

2. 学習のねらいを知る

3. 性の情報はどこから得ている
か資料から読み取れる実態を
発表する。

4. 性被害の事例についてグルー
プで話し合う。

〈予想される反応〉
・B 子は女子中学生ではなかっ

たんだね。
・裸の写真を送らせるために女

子中学生になりすましたんだ
ね。

・インターネットだと、相手が
誰なのか分からないから気を
つけないといけないね。

5. インターネットや SNS から
得られる性情報の危険性につ
いて知る。

○性に関する知識をどこから得ているの
か、を示す資料を提示し、読み取れる
ことを発表させる。

○性被害の事例を提示し、事件の概要を
説明する。

○学習カードを使って、グループで加害
者、被害者の目的を考え、被害にあわ
ないためにどう行動していけばよいの
か考えさせる。

◆【思考・判断】
　思春期には、心身の成熟に伴う変化に

対応した適切な行動が必要になること
について、資料等で調べたことを基に、
課題や解決の方法を見つけたり、選ん
だりして、それらを説明しようとして
いる。（記述や発言）

○性情報には正しくないものや意図的に
操作されているものが含まれているこ
とを伝える。

資料２
性に関する知識をどこ
から得ているか

資料３
SNS やゲームサイトで
知り合った人からの誘
い

学習カード

ま
と
め
　
　
５
分

6. 学習のまとめをする。 ○学習カードに本時に学んだことや考え
たことを書かせ、発表させる。

性への関心が高まる思春期に気をつけなくてはいけないことを考えよう。

・�思春期には、心身の成
熟に伴う変化に対応し
た適切な行動が必要に
なること。

－ 28－ － 29－



（４）資料等
資料１

【参考】日本性教育協会編（2013）『「若者の性」白書－第７回青少年の性行動全国調査報告－』,
小学館

（全国調査基礎集計表より作成）
資料２

【参考】札幌市教育委員会「中・高校生の性に関する調査」
http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/sidou/seikyoiku/guide/documents/seityosa.pdf

　（参照 2014- 1-20）

（札幌市教育委員会の資料より作成）

－ 28－ － 29－
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資料３
【参考】総務省「インターネットトラブル事例集」（平成 24 年度版）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/jireishu.html　

（参照 2014-1-20）

総務省「インターネットトラブル事例集」（平成 24 年度版）より作成

情報とどう向き合うか：資料（総務省 インターネットトラブル事例集 H22 より） 

 

 

SNS で知り合った人からの脅迫 

 

中学 2 年生の A さん（女子）は、SNS で知り合った女子中学生 B さんとメル友になり

ました。メールのやり取りを続けるうちに、互いに友達と写っている写真を見せあうよう

になりました。 

 

ある日、メル友 B さんが体のことで悩んでいるからと、裸の写真を送ってきて、A さん

にも裸の写真を送るように言ってきました。 

 
 

最初は戸惑いましたが、相手を信用して送ってしまったところ、とたんに B さんの態度

が変わり、「言うことを聞かないと、インターネット上に写真を載せるぞ。」と脅迫される

ようになりました。 

実際には、A さんのメル友の B さんは女子中学生でなく、成人男性でした。 

 

 

－ 30－ － 31－



学習カード

６.　他教科・領域との関連
（１）特別活動との関連

性情報には営利を目的とした企業が意図的に誇張・歪曲化した間違った情報があり、性情
報を正しく選択し、賢い行動を自己決定できるように特別活動での指導につなげていく。

（２）道徳との関連
社会の状況は、青少年の成長に必ずしも好ましい状況にはない。異性の特性や違いをきち

んと受け止め、相手の人格を尊ぶ姿勢を育成したい。

中学校保健体育 
１年  組   番 氏名（            ） 

情報とどう向き合うのか 
 
★「SNS やゲームサイトで知り合った人からの誘い」をグループで話し合ってみよう。 
 
１ B 子が A 子さんとメル友になった目的はなにか。 

 
 
 
 
２ A 子さんが B 子とメル友になった目的はなにか。 
 
 
 
 
３ A 子さんが被害にあったのはなぜか。 
 
 
 
 
４ A 子さんはどうしたら被害にあわずにすんだか。 
 
 
 
 
 
 ★今日の授業を通して、わたしたちの周りにある情報にまどわされないようにするため

には、どうしたらよいか自分の考えをまとめよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 30－ － 31－
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中学校第３学年　「健康な生活と病気の予防」（性感染症の予防）

１．単元名「感染症の予防」

２．単元の目標
・感染症の予防について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。
	 （関心・意欲・態度）
・�感染症の予防について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学

的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。	 （思考・判断）
・�感染症の発生要因や予防について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活との

かかわりを理解できるようにする。	 （知識・理解）

３．単元について
近年、世界的に若者のエイズをはじめとする性感染症の増加が社会問題になっており、日本に

おいても増加傾向である。その理由として、若者の性的接触の低年齢化やネットワーク化が考え
られている。一方、若者の性感染症に関する知識、理解が十分でないことが様々な調査結果から
報告されている。中学生の時期に性感染症の疾病概念、感染経路、予防方法などの知識を身に付
けることが性感染症から身を守る一歩と考えられる。

４．単元計画
第 1 時 第 2 時 第 3 時（本時） 第 4 時

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

感染症の原因 感染症の予防 性感染症の特徴、感染
経路・予防法

エイズの疾病概念

○感染症は、病原体が環
境を通じて主体へ感
染することで起こる
病気であり、適切な
対策を講ずることに
より予防できること。

○感染症を予防するに
は、消毒や殺菌等によ
り発生源をなくすこ
とや、栄養状態を良好
にしたり、予防接種の
実施により免疫をつ
けたりするなど身体
の抵抗力を高めるこ
とが有効であること。

○性感染症は、病原体
が主な要因となって
発生すること。

○予防するには性的接
触をしないなどの方
法があること。

○エイズの病原体はヒ
ト免疫不全ウイルス

（HIV）であり、その
主な感染経路は性的
接触であることから、
感染を予防するには
性的接触をしないこ
と等が有効であるこ
と。

1. インフルエンザが冬
に流行するのはなぜ
か考える。

2. 感染症はどのような
時期や状態に発生し
やすいかまとめる。

3. 感染症を予防するた
めの対策をグループ
でまとめる。

1. どのような仕組みで
体を守っているのか
資料をもとに調べる。

2. 抵抗力を高めるため
に毎日の生活の中で
実行できそうなこと
を考える。

3. 近年問題になってい
る感染症について調
べる。

1. 性感染症とはどのよ
うな病気か予想する。

2. 性感染症の種類と特
徴について知る。

3. 性感染症の現状につ
いてグループで考え
る。

4. 性感染症を予防する
にはどうすればよい
か考ええる。

1. エイズの疾病概念と
感染経路について調
べる。

2.HIV の感染予防につ
いて考える。

3. 検査を受けることを
怖がっている意見に
ついて自分の考えを
まとめる。

－ 32－ － 33－



５．展開例（３／４時間）
（１）性感染症の特徴、感染経路・予防法
（２）本時の目標

・�性感染症の予防について、科学的根拠に基づいて予想したり、整理したりすることができ
るようにする。	 （思考・判断）

・�性感染症の原因や予防方法について、具体例やその理由を言ったり、書き出したりするこ
とができるようにする。	 （知識・理解）

（３）展開　　　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
入
　
10
分

1. 性感染症がどのような病気か
予想する。

〈予想される反応〉
・エイズは聞いたことがある。

○性感染症について知っていることを発
表させる。

○本時は、エイズ以外の性感染症につい
て学習することを伝える。

展
　
開
　
　
35
分

2. 学習のねらいを知る

3. 性感染症の種類と特徴につい
て知る。

4. 性感染症の現状について気づ
いたことを発表する。

5. 性感染症を予防するにはどう
すればよいかグループで考え
る。

〈予想される反応〉
・いろいろな人との性的接触を

避けることが大切だね。
・コンドームを正しく使うこと

が必要だと思う。
・感染の不安がある時は、男女

ともに医療機関等で検査や治
療を受けることが大切だね。

○性感染症についてまとめたプリントを
配布し、主な性感染症の症状や特徴な
どを確認する。

○性的接触が感染経路となりやすい理由
を説明する。

○年齢別発生数のグラフを提示し気づい
たことを発表させる。

○性感染症が性的接触により起こる病気
であることを確認しながら、予防の手
立てについて考えさせる。

◆【思考・判断】
　性感染症の予防について、科学的根拠

に基づいて予想したり、整理したりし
ている。（記述や発言）

○受診する診療科の違いについて補足説
明する。（男性：泌尿器科　女性：産
婦人科・婦人科）

資料１
主な性感染症

学習カード

資料２
年齢層別発生数

ま
と
め
　
　
5
分

6. 本時のまとめをする。 ○学習カードに本時に学んだことを書か
せ発表させる。

◆【知識・理解】
　性感染症の原因や予防方法について、

具体例やその理由を言ったり、書き出
したりしている。（記述や発言）

エイズ以外の性感染症は、なぜ感染し、どうしたら予防法できるのだろう。

・�性感染症は、病原体が
主な要因となって発生
すること。

・�予防するには性的接触
をしないなどの方法が
あること。

－ 32－ － 33－
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（４）資料等
資料１　　

【参考】長野県ホームページ「健康・福祉　HIV・エイズ以外の性感染症」
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/kenko/kenko/kansensho/aids/jokyo.html　

( 参照 2014-1-10)

長野県健康長寿課資料より作成

資料２
【参考】長野県健康長寿課作成パンフレット「高校生のためのエイズ読本」
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/kenko/kenko/kansensho/aids/shiryo.html( 参照 2014-2-10)

5

6

7

8

長野県の性器クラミジア年齢階層・性別報告数

（Ｈ２０～２４の平均）

男性

0

1

2

3

4

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

男性

女性

病名と男女別の症状
病名 男性の症状 女性の症状

性器クラミジア 尿道口からの異常分泌液があり、頻尿、
排尿痛があります。

悪臭を伴うおりものや下腹部痛があり
ます。放置すると、不妊症、子宮外妊
娠の原因となります。

りん菌感染症

尿道に感染し、かゆみ、排尿時に粘り
のある分泌物がでます。黄色のうみ、
排尿痛がある時はさらに病状が進んだ
状態です。

おりものが多くなる程度で、症状は軽
い。放置すると、卵管、卵巣、骨盤内
に広がり、骨盤内感染症を起こします。

性器ヘルペス ペニスの包皮や亀頭などに複数の細か
い水疱が出ます。痛みを伴います。

外陰部に複数の水疱ができ、後に潰瘍
となり、痛みや発熱を伴います。

尖圭コンジローマ 性器周辺や肛門周辺にイボ状の小さい
腫瘍が多発します。 同左

－ 34－ － 35－



学習カード

６.　他教科・領域との関連
（１）特別活動との関連

特別活動においては、妊娠・出産・育児など、性にかかわる自分の今後のライフプランを
設定する指導につなげていきたい。

（２）理科との関連
３学年で、受精による生殖の方法を学習する。１学年の保健体育（性機能の発達）で学習

した内容を想起させつつ、生殖の方法について理解させたい。

中学校保健体育 

３年  組   番 氏名（            ） 

性感染症の予防 

 

１ 資料１を見て気づいたことを書こう。 

 

 

 

 

 

 

２ 資料２を見て気づいたことを書こう。 

 

 

 

 

 

 

３ 性感染症を予防する方法を考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★今日の授業を通して、今後の自分の行動について考えたことを書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 34－ － 35－
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高等学校第１学年　「現代社会と健康」（性感染症・エイズとその予防）

１．単元名「性感染症・エイズとその予防」

２．単元の目標
・�エイズをはじめとする性感染症について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことがで

きるようにする。	 （関心・意欲・態度）
・�エイズをはじめとする性感染症にかかわる課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動

などにより、総合的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。	（思考・判断）
・�エイズをはじめとする性感染症の予防には、社会的対策とともに個人の適切な行動選択が必

要であることについて、理解できるようにする。	 （知識・理解）

３．単元について
「エイズ」については、中学校までの保健学習にも扱われており、また、保健以外でも、生徒は

さまざまなルートから知識を得ている。その中で重要なのは、エイズについて、どれだけ自分と
結びつけて考えられるようになるかということである。自分も無関係ではいられないというエイ
ズをめぐる状況について理解し、具体的な対策を考えられるようになることが大切である。

４．単元計画
第 1 時 第 2 時（本時）

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

感染症とその予防 性感染症・エイズとその予防
○結核などの感染症は、時代や地域によって自然

環境や社会環境の影響を受け、発生や流行に違
いが見られること。

○交通網の発達により短時間で広がりやすくなっ
ていること、また、新たな病原体の出現、感染
症に対する社会の意識の変化等によって、結核
などの新興感染症や再興感染症の発生や流行が
見られること。

○感染症の予防には、社会的な対策とともに、そ
れらを前提とした個人の取組が必要であるこ
と。

○エイズなどの性感染症は性行為によって感染す
ること。

○これらの性感染症の予防には、国による発生状
況の調査や保健所における HIV 抗体検査などの
社会的な対策が必要であること。

○これらの性感染症の予防には、コンドームを正
しく使い感染を防止したり、感染が疑われる場
合、早期に HIV 抗体検査を受けたりするなどの
個人の取組が必要であること。

1. グループ（４人程度）で、腸管出血性大腸菌感
染症について、できるだけ多く書き出す。

2. 感染症問題の変化と再興感染症の説明を聞く。
3. 新興感染症について説明を聞き、知っているも

のがあるか考え、発表する。
4. 感染症の予防対策について、個人として自己を

感染症から守り、二次感染を防止するにはどう
したらよいか、考える。

1. グラフから日本や世界のエイズ患者数の動向を
読み取る。

2. エイズの個人的な予防について考え、学習カー
ドに記入する。

3. エイズの社会的な予防についてグループ（4 人
程度）で考える。

4. エイズ以外の性感染症について知る。
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５．展開例（２／２時間）
（１）性感染症・エイズとその予防
（２）本時の目標

・�エイズの予防について、資料を分析したり評価したりして、社会的対策を考え説明するこ
とができるようにする。	 （思考・判断）

・�エイズをはじめとする性感染症の予防には、社会的な対策とともに個人の取組が必要であ
ることについて理解したことを発言したり、記述したりできるようにする。	（知識・理解）

（３）展開　　　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
　
10
分

1. 資料を見て読み取れることを
話し合う。

〈予想される反応〉
・先進国の中で日本だけ増えて

いる。
・どうして増えているのだろう。

○資料１を提示し読み取れることを学習
カードに記入させる。

○気づいたことや疑問に思ったことを発
表させる。

資料１
主 要 先 進 国 に お け る
AIDS 患者報告数の動向

学習カード

展
　
開
　
　
30
分

2. 学習のねらいを知る。

3. エイズに対する個人の取組を
確認する。

〈予想される反応〉
・感染の可能性のある人との性

行為を避ける。
・コンドームを確実に使用する。
4. 社会全体として取り組む対策

をグループで考える。
〈予想される反応〉
・検査件数が減っている。
・エイズに対する関心が下がっ

ているのかな。
・検査代わりに献血をするのは

やめないといけない。
・検査体制をもっと整備しない

といけない。
5. グループで考えた対策を発表

する。

○自分自身ができるエイズ対策にはどの
ようなものがあるか質問する。

○中学での学習を想起するよう助言す
る。

○資料２を提示し、無料検査・相談の実
施などの取り組みを紹介する。

○社会全体として取り組むべき対策をグ
ループで考えさせる。

◆【思考・判断】
　エイズの予防について、資料を分析し

たり、評価したりして、社会的対策を
考えている。（記述や発言）

○対策を発表させる。
○資料３を提示し、補足説明をする。
○他の性感染症について説明する。

資料２
保健所等における HIV
抗体検査・相談件数の
年次推移

資料３
社会状況のまとめ

ま
と
め
　
10
分

6. 学習のまとめをする。 ○本時学んだことや感想を学習カードに
記入させる。

◆【知識・理解 】
　エイズをはじめとする性感染症の予防

には、社会的な対策とともに個人の取
組が必要であることについて理解して
いる。（記述や発言）

エイズを予防するためにはどうしたらいいのだろうか。

・�エイズをはじめとする
性感染症の予防には、
社 会 的 な 対 策 と と も
に、個人の取組が必要
であること。
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（４）資料等
【参考】厚生労働省科学研究エイズ対策事業研究班による調査
http://www.aidssti.com/database.html　（参照 2014-1-22）

資料１

資料２

－ 38－ － 39－



学習カード

ワークシート                  年   組  名前             

エイズをはじめとする性感染症について考えてみよう。 

問１、資料１を見て読み取れることを書きましょう。 

 

 

 

問２、エイズに対する個人の取組を書きましょう。 

 

問３、社会全体として取り組む対策をグループで考えましょう。 

課題 

 

対策 

 

 

 

分かったことや感想を書きましょう。 

 

－ 38－ － 39－

第 2 章　実践編（保健学習）　３　高等学校（保健体育）



資料３

６.　他教科・領域との関連
（１）特別活動との関連

本時では、性感染症・エイズ予防について、正しい知識を身につけることが重要である。
そして、ここでの学習を踏まえて、特別活動においては、「性行為をしない」や「安全な性行
為を心がける」だけでなく、「リスクを考えて、責任ある行動をとる」「自分の体は自分で守る」

「相手と安全な性行為ができるよう話し合える関係づくりが必要である」などについて、より
具体的な目標設定をし実践できるようにすることが大切である。

（２）生物基礎との関連
体内の環境を守る仕組みとして免疫システムを学習する。HIV に感染すると、なぜ免疫力

が低下しエイズを発症するのか、発展的に学習させたい。
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高等学校第２学年　「生涯を通じる健康」（結婚生活と健康）

１．単元名「結婚生活と健康」

２．単元の目標
・�思春期から結婚生活における健康に関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組むことができる

ようにする。	 （関心・意欲・態度）
・�思春期から結婚生活における健康課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などによ

り、総合的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。	 （思考・判断）
・�思春期から結婚生活における健康課題の解決に役立つ自らの適切な対応及び我が国の保健・

医療制度や機関の適切な活用のための基礎的な事項を理解できるようにする。	（知識・理解）

３．単元について
少子化およびその背景にある未婚者の増加や晩婚化が進む中、高校生にとって、結婚をするこ

とや自分の子どもを持つことはまだまだ先のことと感じているかもしれない。しかし、自分の結
婚について展望し、それが自分や家族の健康にどのようにかかわるかについて学ぶことは重要な
ことである。健康な結婚生活を営むためには、社会的自立・精神面の発達・性機能の成熟など、
さまざまな条件が整うことが必要であることを理解させたい。

４．単元計画
第 1 時 第 2 時 第 3 時 第 4 時 第 5 時（本時）

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

思春期と健康 性への関心・欲求
と性行動

妊娠・出産と健康 避妊法と人工妊娠
中絶

結婚生活と健康

○思春期には生殖
器が発達するこ
と。

○思春期には不安
や悩みが多いこ
と。

○性意識には男女
差があること。

○不正確な情報に
惑わされないこ
と。

○母体の健康を維
持すること。

○母子保健サービ
スを活用するこ
と。

○安全で確実な避
妊法を選ぶ必要
があること。

○人工妊娠中絶は、
女性にとって大
きな負担となる
こと。

○ 高 齢 出 産 で は、
死産など、出産
に伴うリスクが
高まること。

1. 思春期における
男女の体の変化
について話し合
う。

2. 思春期の無理な
ダイエットが身
体に及ぼす影響
について考える。

3. 思春期の心理的
特徴について考
える。

4. 思春期には性機
能が発達し、思
い悩む時期であ
ることを知る。

1. 男女の性意識の
高まりや性的欲
求の違いを知る。

2. 性情報の目的や
信頼性について
考える。

3. 事例から「A 子」
の行動について、
グループで話し
合い意見を発表
する。

4. 性にかかわる意
志決定や行動選
択を考える。

1. 受精・妊娠の成
立を理解する。

2. 胎児の成長過程
や出産について
まとめる。

3. 妊娠中の健康管
理の大切さにつ
いて話し合う。

4. 母子の健康を維
持するには、家
族や周囲の人た
ちの温かい思い
やりや協力が大
切であることを
理解する。

1. コンドームなど
の避妊法につい
て知る。

2. 手記をもとに自
分の考えをまと
め、発表する。

3. 人工妊娠中絶の
問題点について、
グループで話し
合う。

4. 男女が正しい避
妊法や、お互い
に協力すること
の大切さを理解
する。

1. 晩婚化の理由に
ついて考える。

２. 資料から高齢出
産のリスクにつ
いて考える。

3. 妊娠・出産適齢
を理解する。
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５．展開例（５／５時間）
（１）結婚生活と健康
（２）本時の目標

・�結婚生活を健康的に送るために必要な行動を総合的に考え、判断し、説明することができ
るようにする。	 （思考・判断）

・�高齢出産では、死産など、出産に伴う健康リスクが高まることについて理解したことを発
言したり記述したりできるようにする。　	 　（知識・理解）

（３）展開　　　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
　
10
分

1. 結婚に対する希望について意
見を言う。

〈予想される反応〉
・25 歳くらい。
・結婚はしない。
2. 晩婚化の実態について知る。

〈予想される反応〉
・結婚が遅くなっている。
・遅くなると健康に対する影響

があるのかな。

○何歳ぐらいで結婚しようと考えている
か質問する。

○法律で結婚が認められている年齢につ
いて説明する。

○資料を提示し、晩婚化の実態について
説明する。

学習カード

資料１
晩婚化の実態

展
　
開
　
　
30
分

3. 学習のねらいを知る

4. 晩婚化の理由についてグルー
プごとに考える。

〈予想される反応〉
・経済的な問題かな。
・高学歴化の問題もある。
・働きやすい環境が大切だと思

う。
5. 晩婚化が健康に与える影響に

ついてグループで考える。
〈予想される反応〉
・流産の危険性が高くなる。
・妊娠しにくくなる。
・20 代で出産するのが安全み

たいだね。

○グループをつくり、晩婚化の理由につ
いて思いついた内容を付箋に書き、画
用紙等に貼らせる。

○各自の内容をグループ内で発表し、内
容別に付箋をまとめる。

○資料２・３を提示し、どのようなリス
クがあるか、考えさせる。

○出産適齢があることに気づかせる。
◆【思考・判断】
　結婚生活を健康に送るために必要な行

動を総合的に考え、判断し、説明して
いる。（記述や発言）

資料２
自然死産率
資料３
年 齢 別 妊 娠 ま で に か
かった期間

ま
と
め
　
　
10
分

6. 学習のまとめをする。 ○本時、学習したことや思ったことを学
習カードに記入する。

◆【知識・理解】
　高齢出産では、死産など、出産に伴う

健康リスクが高まることを理解してい
る。（記述や発言）

晩婚化の理由や、健康に与える影響について考えよう。

・�高齢出産では、死産な
ど、出産に伴う健康リ
スクが高まること。
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（４）資料等
資料１

【参考】厚生労働省「平成 23 年人口動態統計月報年計（概数）の概況：結果の概要　４婚姻」
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai11/kekka04.html

　（参照 2014-1-8）

資料２
【参考】日本生殖医学会「一般のみなさまへ　不妊症Ｑ＆Ａ」
http://www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa19.html　（参照 2014-1-08）

初婚の妻の年齢（各歳）別婚姻件数の割合

歳 

加齢による流産の頻度 

歳 

初婚の妻の年齢（各歳）別婚姻件数の割合

歳 

加齢による流産の頻度 

歳 
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資料３

学習カード

縦軸が妊娠までに要した期

間（ヶ月）。 
左が女性 右が男性 
 
出典 
堤 治『生殖医療のすべて』 
丸善出版（2002） 

ワークシート                  年   組  名前             

結婚について考えてみよう。 

問１、あなたは結婚しようと思う？思わない？ 

結婚を考えている場合 

 年齢     才 

  

結婚を考えていない場合 その理由 

 

 

問２、法律で結婚が認められている年齢は何才ですか。 

   男性    才   女性    才 

問３、晩婚化の理由についてどのように考えますか。 

理由 

 

 

 

問４、資料２・３を参考に、晩婚化が健康に与える影響について考えましょう。 

影響 

 

 

 

分かったことや感想を書きましょう。 
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６. 他教科・領域との関連
（１）特別活動との関連

本時では、少子化・晩婚化が進む中、結婚時期と合わせて出産適齢期について学ぶことが
大切である。そして、ここでの学習を踏まえて、特別活動においては、いつごろ結婚して出
産期を迎えたらよいのかなどの、自分の人生計画を立てられるような内容が効果的であると
考えられる。

（２）家庭基礎との関連
「青年期の自立と家族」の単元の中で、家庭男女が協力して、家族の一員として役割を果た
し家庭を築くことの重要性について考えさせたい。その中で、現在初婚年齢が上昇し、生涯
未婚率の割合が増える傾向にあることや、その要因として、共働きの家庭が増加し、結婚に
対する価値観が変化したことがあげられることに触れたい。
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